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会
長

光

津

武

高森会（関東地区）会報

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

日
噴
は
高
森
会
の

事
業
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す。

本
日
は
大
変
ご
多
忙
中

の
と
こ
ろ
「
高
森
会
第
二
十
九
固
定
期
総
会

並
び
に
ふ
る
さ
と
南
信
州
高
森
の
集
い
」

に

ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す。

ま
た、

本
日
の
総
会
に
は、

ふ
る
さ
と
高
森

町
よ
り
公
務
多
忙
の
中、

壬
生
新
町
長
は
じ

め
本
島
総
務
課
長
・

多
田
井
課
長
補
佐
・

遠

山
主
事
に
ご
臨
席
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す。

先
程
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
議
案
は
全
て

原
案
通
り
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
皆

様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら、

本
年
度
の
事

業
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す。

と
こ
ろ
で
今、

当
高
森
会
の
最
大
の
課
題

は
「
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
」

問
題
で
す。

現
状、

会
員
数
は
1
7
2
名、

平
均
年
齢
百

歳
で
す
。

正
に
「
限
界
集
落
」

状
態
で
事
業

の
推
進
は
お
ろ
か
組
織
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
す。

高
森
会
が
発
足
し

て
三
十
年、

先
輩
達
が
築
い
た
他

に
類
の
な
い
素
晴
ら
し
い
財
産、

後
輩
に
継
ぐ
財
産
と
し
て
消
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

高
齢
化
へ

の
対
処
は
難
し
い
が、

先
ず
は
み

ん
な
で
若
い
会
員
を
誘
客
し
、

同

じ
ふ
る
さ
と
で
育
っ
た
仲
間
と
鮮

を
深
め
、

ふ
る
さ
と
を
自
慢
で
き

る
楽
し
い
高
森
会
づ
く
り
に
是
非

と
も
ご
協
力
を
頂
き
た
く
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す。

今
年
の
会
員
交
流
会
は、

史
跡

名
所
め
ぐ
り
と
食
事
会。

ゴ
ル
フ

会
・

カ
ラ
オ
ケ
会
等
企
画
し
て
お

り
ま
す。

詳
細
は
後
日
の
ご
案
内

と
な
り
ま
す
が、

皆
様
に
は
積
極

的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ふ
る
さ
と

の
鮮
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ

て
お
り
ま
す。

本
日
の
懇
親
会
は、

精
養
軒
の

特
別
仕
立
て
バ

イ
キ
ン
グ
を
用
意

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご

ゆ
っ

く
り
ご
歓
談
い
た
だ
き、

恒

例
の
ふ
る
さ
と
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

最
後
に、

ふ
る
さ
と
高
森
町
の

益
々
の
ご
発
展
と
本
日
ご
参
会
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
会
長
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
長

壬

生

照

玄

高
森
会
（
関
東
地
区）

の
皆
さ
ま
に
は、

ふ
る

さ
と
高
森
町
に
対
し
ま
し
て
ご
高
配
を
い
た
だ
く

と
共
に、

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を

腸
り、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。

去
る
五
月
二
十
六
日
に
は、

第
二
十
九
回
高
森

会
の
総
会
が、

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
ご
出
席
の

も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と、

お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す。

昨
年
ま
で
は、

高
森
会
の
担
当
課
長
と
し
て
皆

様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が、

今
年
一

月

に
行
わ
れ
ま
し
た
町
長
選
挙
に、

二
十
三
年
間
お

世
話
に
な
っ

た
町
役
場
を
退
職
し
、

こ
れ
ま
で
の

行
政
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、

リ
ニ
ア
新
時
代
を
迎

え
る
当
町
に
新
た
な
形
で
貢
献
し
た
い
と
思
い
、

町
長
選
に
立
候
補
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多

く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
元、

な
ん
と
か
当

選
す
る
こ
と
が
で
き、

町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
程、

よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す。

さ
て、

地
方
創
生
時
代
を
迎
え、

町
で
は、

子

育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で、

特
に
若
者
世

代
の
地
元
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

こ
の
五
月
に
は、

丸
山
公
園
内
に
子
育
て
拠

点
施
設
「
あ
っ

た
か
て
ら
す
」

が
、

六
月
に
は
隣

地
に
下
伊
那
地
域
待
望
の
「
高
森
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

二
施
設
で

の
協
力
体
制
に
よ
り、

官
民
連
携
の
新
た
な
充
実

し
た
子
育
て
相
談
や
就
業
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き、

毎
日
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
賑
わ
っ

て

い
ま
す。

町
で
は、

こ
の
施
設
を
拠
点
に、

こ
れ

ま
で
以
上
に、

包
括
的
に
子
ど
も
や
女
性
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す。

現
在、

人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
進
行
は、

各
自
治
体
間
で
の
、

人
口
の
取
り
合
い
を
激
化
さ

せ
て
い
ま
す。

し
か
し
、

私
は
決
ま
っ
た
人
口
を

取
り
合
う
の
で
は
な
く、

都
会
に
出
る
若
者
の
自

主
性
も
尊
重
し
、

故
郷
は
伊
那
谷
で
あ
り
高
森
町

で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
人

を
一

人
で
も
多
く
育
て
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す。

つ
ま
り、

当
町
の
自
然
・

景
観
・

文
化

な
ど
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
で、

伊
那
谷
特
有
の

温
か
い
人
柄
と
も
相
ま
っ

て、

人
と
時、

町
が
繋

が
り、

観
光
人
口
で
は
な
く、

高
森
町
の
「
関
係

人
口
」

の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す。

そ
の
上
で、

リ
ニ
ア
新
時
代
を
迎
え
る
当
た
り、

高
森
町
で
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
拠
点
づ
く
り
を、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
検
討
し
て
い
く
つ
も
り

で
す。

ぜ
ひ
関
東
地
域
の
諸
先
輩
方
か
ら
も、

今

後
の
取
り
組
み
に
対
し
て、

ご
意
見
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す。

結
び
に、

高
森
会
の
益
々
の
発
展
と、

会
員
各

位
の
ご
健
勝、

ご
活
躍
を、

高
森
の
地
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

2 



翻
高
森
会
（
関
東
地
区）

醐

関

第
二
十
九
固
定
期
総
会

醐

蹴

幹
事
長

龍

口

昭

人
醐

平
成
三
十
年
度 、
第
二
十
九
固
定
期
総
会
は 、

五
月
二
十
六
日
出 、
浅
草
の
台
東
区
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た 。

当
日
は
会
員
部
名 、
ご
家
族・
紹
介
者
が
8

名
及
び
高
森
町
役
場
か
ら
の
来
賓
4

名 、
合
わ

せ
て
印
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た 。

来
賓
の
方
々

町

長

壬
生
照
玄
様

総
務
課
長

本
島

憲
様

総
務
課
課
長
補
佐

多
国
井

素
様

総
務
課
企
画
振
興
係
主
事

遠
山
景
太
様

定
期
総
会

総
会
は 、
予
定
時
刻
に
開
会 、
来
賓
紹
介
の

後 、
さ
っ
そ
く
議
事
に
入
り
ま
し
た 。

二
十
九
年
度
の
会
務
報
告
と
会
計
・

監
査
報

告
が
担
当
幹
事 、
監
査
委
員
か
ら
報
告
説
明
が

あ
り 、
拍
手
を
も
っ

て
了
承
さ
れ
ま
し
た 。

議
案
の
最
後
は 、
三
十
年
度
の
事
業
計
画
に

総
会
風
景

高森会（関東地区）会報

つ
い
て 、
本
件
も
提
案
説
明
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た 。そ

の
他
会
員
か
ら
の
意
見
は
無
く 、
議
事
を

終
了
し
ま
し
た 。

引
き
続
き
町
の
近
況
紹
介
に
つ
い
て
は 、
役

場
か
ら
の
D
V
D
に
よ
っ

て 、
町
制
施
行
六
十

周
年
記
念
事
業
や
ふ
る
さ
と
の
情
景
を
泊
分
間

程
鑑
賞
し
ま
し
た 。

三
十
年
前
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開

封
の
様
子
や
市
田
・
山
吹
の
地
そ
れ
ぞ
れ
に
行

わ
れ
た
町
民
運
動
会
が
躍
動
的
に
映
し
出
さ
れ

て
い
ま
し
た 。

映
像
の
終
わ
り
は 、
南
ア
ル
プ
ス
を
前
に
特

産
の
柿
畑
や
吊
る
し
干
し
の
情
景
等
ふ
る
さ
と

の
段
丘
景
観
を
懐
か
し
み
ま
し
た 。

次
に
第
二
部
の
懇
親
会
は 、
先
ず
主
催
者
と

し
て
光
津
会
長
が
あ
い
さ
つ 、
引
き
続
き
来
賓

の
壬
生
町
長
は 、
本
年一
月
か
ら
町
長
を
務
め

て
い
る 、
ま
だ
必
歳 、
山
の
寺
の
副
住
職
も
し

て
い
る
が 、
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ

て
い
く
と 、
力
強
く

若
さ
溢
れ
た
あ
い

さ
つ
で
し
た 。

乾
杯
が
終
わ
り 、
町
長
は
早
速
各
テ
ー

ブ

ル
の
会
員
と
ひ
と
こ
と
ふ
た
こ
と
言
葉
を
交

わ
し
回
ら
れ 、
他
の
来
賓
も
若
く

気
さ
く
で

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た 。

塩
い
か
・

五
平
餅・
小
梅
や
鯉
甘
露
煮
等

ふ
る
さ
と
特
産
品
の
販
売
を
終
え
て 、
高
森

町
歌・
信
濃
の
国
を
合
唱 、
中
締
め
と
な
り 、

万
歳
三
唱
し
来
賓
を
お
見
送
り
し
ま
し
た 。

つ
ど
い
の
し
ま
い
は 、
福
引
抽
選
会 、
福

引
が
当
た
り
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
会
員
も 、
抽
選

ハ
ズ
レ
会
員
も 、
当
会
か
ら
の
手
み
や
げ
を

持
っ

て
散
会
に
な
り
ま
し
た 。

以
上

五銭8·�.i.？；総省必§＆銭円ド…h画史べ•?r宇当面t抽出の3斜面角:\3§京総省邑戸羽急ヒ
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「
毎
回
家
族
で
参
加
し
て
い
ま
す 。」

中
川
正
文
さ
ん

中
学
3
年
に
な
っ
た
時 、
北・
南
の
生
徒
を

合
体
し
て
ク
ラ
ス
分
け 、
最
初
の
卒
業
同
級

生
達
で
誘
い
合
い
参
加 。
（
昭
お
生 、
中
制
卒）

原

宣
人
さ
ん（
山
吹
追
46
・
長
沼

寛
さ
ん（
上
市
田）

小
平
典
夫
さ
ん（
山
吹
駒
場）
・
小

宅情
男
さ
ん（
山
吹
竃
口）
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鑓
鑓山町
院
議
院一
議
笠
宮
眠
議
pg
鶏
鑓
議

灘
訟
一円
盲
点
中一
E
a
E
明
盤
機

謀劫誌酎

UEao監弘
主配

訴をEp

m引凶器

引釘震設斡詰猷

…

生
ま
れ
変
わ
っ
た
銀
座
の
散
策
と
…

カ
ラ
オ
ケ
体
験
会

…

行
事
担
当

平

沢

洋
…

今
回
の
会
員
交
流
会
は
趣
向
を
変
え
「
自
ら

行
動
す
る
」

を
テ
l

マ
に 、
銀
座
散
策
と
カ
ラ

オ
ケ
体
験
会
を
企
画
し
ま
し
た 。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
二
日
刷 。
集
合
場
所

は
銀
座
三
越
の
ラ
イ
オ
ン
像
前 。
午
前
日
時
に

集
合 、
参
加
者
却
名
内
9

名
が
女
性
で 、
賑
や

J
か
に
交
流
会
ス

L
タ
l
ト 。

E

先
ず
は 、
大

ノ
勢
の
観
光
客
が

／一
行
き
交
う
銀
座

散
策 。
そ
し
て

目
指
す
は
今
話

題
の
「
CH
ZN
〉

∞H
M
」

へ
。

こ

こ
は
銀
座
六
丁

目
の
「
松
坂
屋
」

跡
地
で
日
階
建

高森会（関東地区）会報

て
の
大
規
模
な
複
合
商
業
施
設
で
す 。
内
外
の

2
4
1
も
の
ブ
ラ
ン
ド

店
や
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン・

観
世
能
楽
堂
な
ど
文
化
施
設
も
あ
り 、
屋
上
に

は
1
2
0
0

坪
の
大
庭
園 。
海
外
か
ら
の
注
目

度
も
高
い
ス
ポ
ッ
ト

で
す 。
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
刊
分
の
自
由
探
索
と
い
う
こ
と
で
い
ざ
店
内

突
入 。
集
合
時
に
は 、
「
目
の
保
養
に
は
な
っ
た

が
買
い
た
い
物
が
な
か
っ
た
」

と
の
声 。

次
の
行
程
は
「
OH
ZN
〉
Z
〉
の
〉
Z
O
」

の

見
学
と
お
買
い
物 。
平
成
二
十
六
年
に
有
楽
町

か
ら
銀
座
す
ず
ら
ん
通
り
に
移
転
し
た
長
野
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ 。
ス
タ
ッ
フ
に
は
長
野

県
関
係
者
も
多
く
買
い
物
よ
り
も
ふ
る
さ
と
談

議
で
盛
り
上
が
る
様 。

次
い
で
お
楽
し
み
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム 。

会
場

は
「
の円
ZN
〉
Z
〉
の
〉
Z
C
」

3
F
に
あ
る
「
銀

座
真
田
」。
地
元
軽
井
沢
や
都
内
に
信
州
料
理

と
蕎
麦
を
展
開
す
る
先
進
の
お
店
で
す 。
信
州

蕎
麦
の
ラ
ン
チ
コ
l

ス
を
頂
き
ひ
と
ま
ず
落
ち

着
く 。銀

座
気
分
を
味
わ
い
お
腹
も
落
ち
着
い
た
と

こ
ろ
で一
同
最
終
コ
l

ス
へ 。
舞
台
は
銀
座
コ

リ
ド
l

通
り
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ラ
オ
ケ
店

「
コ
l
ト
ダ
ジ
ュ
ー

ル
」。
上
質
な
ひ
と
と
き
と

百
種
類
の
フ
リ
l
ド
リ
ン
ク
が
満
喫
で
き
る

銀
座
の
穴
場 。
全
員
着
席
し
た
と
こ
ろ
で
本

日
の
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
い
ふ
る
さ
と

の
幹
を
深
め
る 。
そ
し
て
飲
み
放
題
歌
い
放

題
の
宴
の
世
界
へ 。

会
員
交
流
会
初
の
カ
ラ
オ
ケ
体
験
会
で
し

た
が
大
盛
況 。

最
後
は
店
の
ス
タ
ッ
フ
も
加

わ
り「
信
濃
の
国
」
を
合
唱
し
午
後
4
時
に
お

聞
き
と
な
っ
た 。

鋭制憲棋盤露出掛献憾鍛鍛
閣

を話一農作業支
援
SE

埼
玉
支
部

龍

口

昭

人

ふ
る
さ
と
援
農 、
高
森
会
有
志
グ
ル
ー

プ

（
会
員
と
そ
の
知
り
合
い
元
気
者
達）
は 、

昨
年
秋
の
市
田
柿
収
穫
作
業
支
援
に
は 、
十

一
月一
日
か
ら
五
日
の
間
で
国
名
が 、
り
ん

ご
収
穫
作
業
支
援
は 、
十一
月
二
十
二
日
か

ら
二
十
七
日
の
聞
で
8

名
が
参
加
し
ま
し
た 。

ま
た
今
年
春
の
り
ん
ご
一
輪
摘
花
作
業
支
援

に
も 、
幻
名
が
参
加
し
ま
し
た 。

言
う
ま
で
も
な
く 、

柿
や
り
ん
ご
収
穫
も

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
天
候
次
第 、
昨
年
は 、

霜
の
影
響
や
二
度
の
台
風
に
見
舞
わ
れ 、
柿

の
木
は
葉
が
飛
ん
で
し
ま
い 、
じ
ゅ
く
し
柿

が
多
く
な
り 、
収
穫
が
急
が
れ
る

状態
で
あ
っ

た
（
安
藤
達
夫
談）
と
か 、
り
ん
ご
は
落
下 、

H
m
年
秋
援
農
支
援
者
達

キ
ズ
物
に
な
り 、
農
家
の
方
は
頭
を
抱
え

て
い
た
（
小
平
敬
談）
な
ど 、
お
茶
休
み

に
農
家
の
方
々
と
の
会
話
交
流
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す 。

今
年
春
の
援
農 、
り
ん
ご
花
摘
み
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
五
月
二
日
夜
は 、
研
修

セ
ン
タ
ー

森
の
家
で 、
受
け
入
れ
農
家
組

合・
町
関
係
者
と
支
援
者
の
交
流
懇
親
会

が
あ
り
ま
し
た 。

支
援
者
の
参
加
は
但
名
で
し
た
が 、
支

援
期
聞
が
長
く
帰
っ
た
人
も
い
て 、
町
全

体
で
は
的
名
程
の
応
援
に
な
る
と
の
こ
と

で
し
た 。

ま
た
受
け
入
れ
農
家
組
合
長
さ
ん
の
あ

い
さ
つ
に
は 、
農
家
全
般
高
齢
者
が
多
く

な
り 、
支
援
者
の
力
が
欠
か
せ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る

状態 、
元
気
仲
間
を
連
れ
だ
っ

て
応
援
に
来
て
下
さ
い
の
言
葉
あ
り 、
重

く
受
け
止
め
た
次
第
で
し
た 。

4 

H
初
年
春

受
け
入
れ
農
家・
町
関
係
者

支
援
者
と
の
交
流
懇
親
会
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高森会の情報はホームページでもご覧いただけます

南信州高森会（関東地区）

『定期総会』並びに『ふるさと南信州のつどい』
平成30年5月26日出

土曜日とあって、外国人観光客で賑わう浅草仲見世通り、浅草寺のすぐ
そばにあるお馴染みの台東区民会館で、町役場から壬生町長さんはじめ4
名のご出席をいただき、46名が参加して、第29回の高森会総会・懇親会が
開催されましたO

総会は天候にも恵まれ、予定通り11時20分開会となり、先ず役場からの
ご来賓4名が紹介されました。

引き続き議事に移り、高森町の人口は 1 万 3 千人、年少人口割合15%と
県内でも2番目に若い子供の比率が高いなどを記録した、高森町政要覧と
住居地に収めている住民税をふるさとにも納税すれば、納税額の2～3割
程度のふるさと特産物が届けられるというふるさと納税申し込みパンフレッ
トと一緒に配布された総会資料について、それぞれの担当者が説明。提案・
報告事項は異議無く了承され、総会は終了しました。

ホームページアドレス
http：グtakamori. la. coocan. jp/

文は高森会で直E

掲載一覧
・掲示板

『掲示板』はみなさんの情報交換の広場です0

．第29固定期総会・懇親会
平成30年5月26日出

・援農ボランティア活動
春のりんごの花摘み作業

秋の市田柿収穫作業の支援
・会員交流会 平成29年10月12日附

銀座散策とカラオケを楽しみました。
大ホームページでは皆様からの投稿をお待ちして

います。
各ページのコメント欄の書き込み、文はメール
でもお受けしております。

E-mail : takamorikai@gmail.com

「
ふ

る

さ

と

便

り
」

叩
設
置
し 、
健
診
室
や
授
乳
室
・

相
談
室
も
完

判
備
し
て
い
ま
す 。
二
階
の
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
l

高
森
町
役
場
総
務
課

…
ス
で
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
新
た
な
就

企
画
振
興
係
主
事

遠
山
景
太

w
業
形
態
ク
ラ
ウ
ド
ワ
l
ク
の
整
備
を
進
め
て

－

J・

今
年
度
よ
り
総

い
ま
す 。
「
あ
っ
た
か
て
ら
す」
は
出
産
と
子
育

－EEp
h・
務
課
企
画
振
興
係

て
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し 、
健
や
か
に
育
ち

．
．

 

，
J－－
v
－

を
務
め
さ
せ
て
い

合
う
た
め
の
つ
ど
い
の
場
で
あ
り 、
子
育
て
施

可
M
B
崎
司
4
－wa
た
だ
い
て
お
り
ま

策
を
重
点
に
置
く
高
森
町
の
ま
さ
に
拠
点
と
な

－Fv
i－

－恥pa
す 、
遠
山
景
太
と

る
施
設
で
す
二口同
森
町
へ
お
帰
り
の
際
は 、
ぜ

・111

a圃
申
し
ま
す 。
高
森

ひ一
度
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き 、
高
森
町
の
新

会
の
皆
さ
ま
に
は 、
い
つ
も
高
森
町
を
温
か
く
見

た
な
風
を
感
じ
て
く
だ
さ
い 。

守
っ
て
い
た
だ
き 、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 。

高
森
町
は
昨
年
度
節
目
の
町
政
施
行
六
十
周

さ
て 、

高
森
町
で
は
今
年
の
五
月
五
日
（
子
ど

年
を
迎
え
ま
し
た 。
昭
和
三
十
二
年
に
高
森
町

も
の
日）
に
高
森
町
女
性
活
躍
子
ど
も
子
育
て
拠

が
誕
生
し
て
か
ら
今
日
ま
で 、
先
人
た
ち
が
紡

点
施
設
「
あ
っ
た
か
て
ら
す」
の
落
成
式
を
行
い 、

ぎ
繋
い
で
き
た
歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
し 、
六

六
月
よ
り
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た 。
丸
山
公
園
の
の

十一
年
目
の
今
年
も
豊
か
な
自
然
と
温
か
く
気

ど
か
な
自
然
の
緑
に
固
ま
れ
た
施
設
内
で
は 、
毎

さ
く
な
住
民
が
作
り
上
げ
る
素
敵
な
高
森
町
を

日
た
く
さ
ん
の
親
子
が一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
で
い

目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す 。

ま
す 。
一
階
の
プ
レ
イ
ル
l

ム
に
は
安
全
に
遊
べ

結
び
に 、
高
森
会
の
益
々
の
ご
発
展
と 、
会

て 、
子
ど
も
た

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

ち
の
成
長
に
つ

し
上
げ 、
拙
筆
で
は
あ
り
ま
す
が 、
ご
挨
拶
と

な
が
る
遊
具
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 。

6

・6肘帆ベ

「あったかてらす」の落成式

5
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場

，＇－為

事為

広

私
は
文
京
区
湯
島
に
二
十
年
程
住
ん
で
い

ま
す 。
文
京
区
は
坂
の
多
い
街
で 、
家
か
ら

徒
歩
5

分
も
掛
ら
な
い
湯
島
天
神
ま
で
に 、

清
水
坂・
妻
恋
坂
三二
組
坂・
実
盛
坂
（
約
六

十
段
の
急
な
階
段）・
中
坂・
男
坂
（
約
四
十

段
の
急
な
階
段）・
女
坂
（
緩
や
か
な
階
段）・

切
通
坂
と
八
つ
も
の
坂
が
あ
り
ま
す 。
さ
ら

に
東
京
ド
l

ム
へ
行
く

途
中
に
は
ダ
ラ
ダ
ラ

と
長
い
壱
岐
坂
（
い
き
ざ
か）
と
い
う
坂
も
あ

り 、
そ
の
他
名
前
の
な
い
坂
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す 。
年
齢
が
上
が
っ

て
き
た
の
で
坂
道 、

特
に
上
り
坂
は
キ
ツ
イ
も
の
が
あ
り
ま
す 。

湯
島
天
神
は
ご
存
知
の
通
り
学
問
の
神
様

で 、
年
末
年
始
の
参
拝
客
以
外
に
大
勢
の
受
…

護

警
護
護
if同
決
議謀
議
話
器

験
生
が
合
格
祈
願
に
訪
れ 、
二
月
の
初
め
頃
…
一
変
あ
る

さ

と
諸
国

同
木

思
惑

報

……
l
徳山
留
経
暁
説明
義
♂
議
邸
解
説
齢伽叫ん
援
制
律相
煩

か
ら
は
お
礼
参
り
の
参
拝
で
お
正
月
と
は
違
っ
”
5

5E
3

5

た
賑
や
か
さ
に
な
り
ま
す 。
ま
た一
月
中
旬
…

神
奈
川
支
部

片

桐

孝

子

（
旧
姓
相
原）

過
ぎ
の
ウ
ソ
替
え
神
事
の
頃
に
は
梅
の
花
が

…

E・E・－E聞け叫1圃EE円ill11

J

咲
き
始
め 、
恒
例
の
梅
祭
り
に
は
大
勢
の
方
…

・・・・・・・

J1幽圃．，Fr
・

－

が
訪
れ 、
春
が
来
た
こ
と
を
感
じ
ま
す 。

・・・圃圃理断殴慰駒蜘悶圃・・EFF
回
一

健
康
の
た
め
に
と
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
を
ほ
ぼ
…

・
・
ヨ
刊
d
持
品
糧
謝
帆
剖
FE
B
白
U
MIf
－－

毎
日一
万
歩
以
上
を
目
標
に
や
っ

て
い
ま
す 。

…

－
－
E
眠
間以
韓関
鑑
n
kN
Y
一

ウ
ォ
l

キ
ン
グ
コ
l

ス
の一
つ
に
東
大
構
内
…

・
・
・
・
・
・
・
・
π
寸
＼
J
睡
圃
・
・
・
圃
ム

散
策
が
あ
り 、
龍
岡
門
か
ら
三
四
郎
池・
安
…

・・自iI

B－－a霊園園・賢
一

回
講
堂
・

赤
門
を
巡
り
小
石
川
後
楽
園
方
面
…

五
月
二
十
六
日
に
高
森
会
（
関
東
地
区）
が
開

へ
歩
き
廻
り
ま
す 。
三
四
郎
池
は
有
名
？
な
…
催
さ
れ
出
席
致
し
ま
し
た 。
こ
の
と
こ
ろ
何
年
も

割
に
は
な
ん
の
変
哲
も
な
い
池
で
す 。
東
大
…
出
席
し
な
か
っ

た
の
で
今
年
は
参
加
し
て
見
た
い

へ
は
ウ
ォ
I

キ
ン
グ
と
は
別
に 、
昼
時
に
安
…
と
思
い
近
所
の
お
友
達
を
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ 、

田
講
堂
地
下
の
学
生
食
堂
で
昼
食
を
摂
っ

た
…
お
友
達
の
故
郷
で
は
そ
の
様
な
集
ま
り
が
無
い
か

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す 。
種
類
も
多
く
安
…
ら
行
っ

て
見
た
い
と
云
う
事
で
ご一
緒
し
ま
し
た 。

く
て
美
味
し
い
の
で
お
薦
め
で
す 。

…
幸
い
天
気
に
恵
ま
れ 、
電
車
を
乗
り
継
ぎ
会
場
へ・： 。

「
古
さ
の
中
に
新
し
さ
も
あ
る」
湯
島
は
…

会
場
に
は
高
森
町
長
さ
ん
始
め
同
行
さ
れ
た
方
々

そ
ん
な
街
で
す 。

…
が
高
森
町
の
昔
と
今
の
移
り
変
り
を
ビ
デ
オ
で
見

…
せ
て
下
さ
り 、
本
当
に
懐
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た 。

山
全
員
で
「
信
濃
の
国」
を
合
唱
し
改
め
て
歌
詩
の

…
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た 。
日
本
中
で
県
歌

山
の
あ
る
の
は
長
野
県
だ
け
で
誇
り
に
感
じ
ま
し
た 。

…
年
齢
を
問
わ
ず
こ
う
し
て
故
郷
の
想
い
出
を
語
り

神
…
合
い 、
五一
ワ
イ
ン
を
片
手
に
バ
イ
キ
ン
グ
を
頂

天
…
き
乍
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま

島
山
し
た 。
最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
l

ム
も
皆
歓
声
を
あ
げ

湯
…
て
楽
し
み 、
景
品
も
頂
い
て
参
り
ま
し
た 。

お
友
達
も
ビ
デ
オ
の
放
映
を
見
て 、
是
非
高
森

…
町
へ
行
っ

て
見
た
い
と
話
し
て
お
り
ま
し
た 。
機

山
会
を
作
っ

て
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す 。
又
田

…
舎
の
特
産
品・
五
平
餅・
鯉
の
う
ま
煮・
塩
い
か
・

ヨ
ー

グ
ル
ト
・

梅
漬
け
等
お
土
産
を
し
っ

か
り
買

実盛坂（さねもり坂）

い
込
み
二
寸
重
く
な
り
ま
し
た
が
頑
張
っ

て
持
ち
帰
り
ま
し
た 。
し
ば
ら
く
故
郷
の

懐
か
し
い
味
を
楽
し
む
事
が
出
来
そ
う
で

す 。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。

八
十
路
越
え

な
お
故
郷
を
な
つ
か
し
む

a－可

6 

主義金制東地E総会・懇親会

ふるさとのビデオを見て

里山の魅力に惹かれました

左は近所のお友達吉田太佳子さん



の
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す。
中
で
も
…

iJ
5
5
護
養
護

量
判
J

走
る
こ
と
が
大
好
き、
東
京
マ
ラ
ソ
…
峨

公一

関
隠

兼

住

紀

住

挺
九

諜

翠
議
浴
官欣
探
詰
議
瀦郊
寿一
譲
可
f
瀦
潔
翠

ン
は
八
回、
そ
の
他
各
地
を
遠
征
し
…
》

て
走
つ
て
い
ま
す。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
…

千
葉
支
部

原

計

芳

は、
東
京
の
名
所
を
見
な
が魯り
走
れ
…
．．

 

圃
劃
劃
副
圃
圃．
．．．．

 

僕
は
既
に
傘
寿
を

－
－
－
－
F

占vu
『

14
1
十
川
a
－
－
－
－

る
喜
び
と、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア、
沿
道
…
・
・
・
M
m

－
i

d

－－
」
超
え
て
い
ま
す
が、

の
応
援
協
力
で
苦
し
い
け
ど、
勇
気
…

周一一一
忌

ー

ィ
巳
そ
の
間
約
五
十
年
を

を
も
ら
い
楽
し
く
走
る
こ
と
が
出
来
…
n
MM
Mh
・
4
4
，「

松
戸
に
居
を
構
え
て

ま
す。

…

・

圃

開

匠

←

い
る
の
で、
伊
那
谷

律事頗
で
走
り
終
え
た

感動
は、
走
っ
…

・・・・・・・圃・FJ
t
に
居
た
期
間
を
遥
か

た
人
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
い
…
に
超
え
て
お
り、
云
わ
ぱ
第
二
の
故
郷
に
な
っ
て
い

ま
す。
も
う
歳
で
す
の
で、
ハ
ー
フ
…
ま
す。
家
は
街
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
て、
市
川

マ
ラ
ソ
ン
に
切
り
替
え
て
い
く
よ
う
…
市
に
隣
接
す
る
台
地
の
上
に
あ
り
ま
す。
散
歩
で
き

に
し
て
い
ま
す。

…
る
範
囲
で
も
周
辺
に
な
か
な
か
魅
力
的
な
所
が
あ
り

こ
の
よ
う
に
丈
夫
に
生
み
育
て
て
…
ま
す
の
で
そ
れ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す。

く
れ
た
両
親
に
感
謝
し、
家
内
の
食
山
1
「
二
十
世
紀
梨」
誕
生
記
念
小
公
園

生
活
に
も
感
謝
で
す。
こ
の
先
定
年
…

徒
歩
約
叩
分
の
所
に
あ
る
小
公
園
で、
住
所
の
大

後
は、
家
内
と
温
泉
巡
り
も
夢
の一
…
字
は
こ
れ
に
因
ん
で
い
ま
す。
こ
の
地
方
で
は
従
来、

っ、
今
は
近
く
に
住
む
子
供
達
2
人
…
長
十
郎
系
の
梨
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が、
明
治

と
そ
の
孫
達
5
人
で
日
々
大
切
に
暮
…
二
十
年
代
変
種
の
苗
が
発
見
さ
れ、
二
十
世
紀
新
時

ら
し
て
い
く
こ
と
と、
地
域
に
対
し
山
代
の
花
形
果
物
と
な
る
べ
く
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す。

て
も、
自
治
会
を
中
心
に
色
々
な
こ
…
原
木
も
ず
っ
と
在
り
ま
し
た
が
第
二
次
大
戦
の
空
襲

と
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
…
で
傷
を
受
け
枯
れ
て
し
ま
い、
今
は
市
の
博
物
館
に

い
ま
す。

…
展
示
さ
れ
て
い
ま
す。

－－－
u
…
2
戸
定
館
（
水
戸
徳
川
氏
別
邸）

．．．

 

子
hu
…

水
戸
藩
最
後
の
藩
主
・
徳
川
昭
武
公
（
慶
喜
異
母

－－a
併
が
…
弟）
が
宗
家
の
家
督
を
甥
に
譲
り
江
戸
川
か
ら
遥
か

F
hι
…リ
ト
…
東
京
の
方
ま
で
望
め
る
景
勝
の
地
此
処
戸
定
が
丘
に

画
礼一
町

立
居
を
定
め
た
の
が
始
ま
り
で
す。
本
格
的
な
武
家
屋

国
防一
ホ
劫
…
敷
造
り
の
屋
敷
と
洋
風
を
取
り
入
れ
た
広
大
な
庭
園

E
G一
環

訟
が
あ
り、
慶
喜
公
も
度
々
訪
れ
狩
り
や
写
真
撮
影
を

加
制
…
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す。

浅
…

戦
後、
家
屋
敷
全
て
市
に
寄
贈
さ
れ、
今
は
国
の

高森会（関東地区）会報

名
勝・
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す。
庭
の

樹
木
も
多
彩
で
四
季
夫
々
趣
き
が
変
わ
っ
て
い

く
の
も
楽
し
い
も
の
で
す。

3
野
菊
の
墓
文
学
碑
か
ら
矢
切
の
渡
し
へ

家
か
ら
徒
歩
加
分
程
の
下
矢
切・
西
蓮
寺
境

内
に
伊
藤
左
千
夫
の
名
作
「
野
菊
の
墓」
文
学

碑
が
あ
り
ま
す。
小
説
の
舞
台
が
こ
の
辺
り
と

い
う
事
で、
土
地
の
有
志
に
よ
り
昭
和
四
十
年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で、
碑
文
は
左
千
夫
門
人

の
土
屋
文
明
が
撰
し
ま
し
た。

文
学
碑
の
あ
る
台
地
を
下
り
田
畑
が
広
が
る

平
地
を
真
っ
直
ぐ
北
に
進
む
と
江
戸
川
の
矢
切

の
渡
し
に
着
き
ま
す。
対
岸
は
柴
又
の
帝
釈
天

で
す。
下
流
の
国
府
台
里
見
城
祉
公
園
も
含
め

て
絶
好
の
散
策
コ
l
ス
に
な
っ
て
い
ま
す。

＊

松
戸
は
水
戸
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展、

現
在
人
口
約
五
十
万、
千
葉
県
下
第
三
位
の
大

都
市
で
す。
唯、
こ
の
頃
感
じ
る
の
は
よ
く
言

え
ば
落
ち
着
い
て
い
る
と
も舌
守え
ま
す
が、
や

や
活
気
が
乏

し
い
の
で
は

な
い
か
と
い

う
事
で
す。

東
葛
地
方
の

文
化
的・
経

済
的・
政
治

的
中
心
と
し

て
今一
度
輝

い
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い

ま
す。

戸定邸（国指定重要文化財）と庭園（国指定名勝）



高

森

俳

壇

酒

井

弘

司
・

選

士
【【

llj

照

高森会（関東地区）会報

月
下
美
人
物
語

宵
閣
の
月
下
に
聞
く

美
人
花

花
聞
き
高
香
流
れ
る
ゆ
る
や
か
に

天
空
の
姫
の
羽
衣
か
く
あ
り
や

絢
嫡
も
夜
の
ひ
と
と
き
明
け
に
消
え

木

村

勇

水
仙
の
花
押
し
倒
す
な
ご
り
雪

た
け
の
こ
の
頭
す
り
足
で
探
し
出
し

暑
気
狂
い
葉
桜
だ
け
の
花
見
会

林

嘩

白
桃
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
へ
足
む
け
る

団
栗
が
言
へ
り
「
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
」

割
り
算
の
余
り
を
生
き
て
竹
の
春

ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
イ
の
曲
奏
で
つ
つ

春
の
川

隠
蔽
と
付
度
の
世
か
雪
積
も
る

松

下

善

狭
い
庭
都
忘
れ
が
風
に
揺
れ

こ
の
時
期
は
ど
こ
を
向
い
て
も
桜
あ
り

野
ア
ザ
ミ
は
豪
雨
の
中
に
濠
と
立
ち

春
菊
と
味
噌
の
香
が
す
る
朝
ご
飯

深
見
草
地
面
を
飾
り
散
り
急
ぐ

結転承起

田

武
蔵
野
の
川
の
観
察
余
寒
か
な

山
奥
の
雨
乞
青
き
獅
子
頭

山
の
寺
庭
に
広
が
り
翁
草

通
学
路
垣
に
蜂
呼
び
金
銀
花

中

く
に
子

生

義

羽

紫
陽
花
や
孫
の
面
影
眼
裏
に

伊
那
谷
へ
走
る
車
窓
に
南
ア
残
雪

杉
並
木
石
垣
の
問
に
光
苔

夕
焼
け
て
丹
沢
越
し
の
富
士
の
秀
麗

専
の
花
在
り
し
従
兄
弟
を
思
い
見
る

小

宮

昭

美

手
作
り
の
花
器
に
ど
く
だ
み
お
さ
ま
り
て

お
酒
落
用
気
分
に
よ
っ

て
杖
え
ら
ぶ

古
木
だ
が
責
任
感
じ
花
芽
も
つ

汲
み
桶
に
く
っ

き
り
写
る
春
の
月

塩

沢

烈

子

オ
ー

プ
ン
パ
ス
千
鳥
ヶ

淵
の
花
万
来

手
の
ひ
ら
に
舞
ひ
来
る
桜
一

、

二
片

海
の
幸
ど
れ
も
新
鮮
花
見
酒

心
地
よ
く

舟
に
揺
ら
れ
て
花
の
宴

隅
田
川
思
い
出
あ
ま
た
花
衣岩

崎

悟

空
澄
み
て
高
速
城
世
に
若
葉
風

白
藤
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
し
人
と
香

足
利
の
大
紫
藤
見
て
空
を
見
て

蜂
の
子
と
地
酒
野
沢
菜
諏
訪
の
宿

光

津

武

ウ
グ
イ
ス
や
今
年
も
谷
越
え
聴
け
る
か
な

木
の
芽
焼
き
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
全
国
区

峰

（

選

評
）

O
吉
川
照
峰
さ
ん

l
「
月
下
美
人
物
語
」

と

題
し
て 、

四
旬
の
上
に
「

起
承
転
結
」

の

字
を
置
い
て
い
る 。

こ
れ
は 、

漢
詩
の
構
成
法
の
一

〔J
0

な

に
よ
り
も
想
像
力
が
ゆ
た
か
な
一

連 。

雄

O
木
村

勇
さ
ん

｜
「
水
仙
の
花
」

の
句 。

下

旬
に
「
な
ご
り
雪
」

を
置
い
た
の
が 、

よ
か
っ

た
で
す
ね 。

O
林

理
さ
ん

｜
「
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
イ
」

の
句 。

「
春
の
川
」

が
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
イ
の
曲
を
奏

で
て
い
る
よ
う
だ

、

と
い
う
発
想
が 、

な

に
よ
り
も
新
鮮 。

O
松
下
善
一

さ
ん

｜
「
春
菊
と
」

の
句 。

季

節
の
野
菜
で
の
朝
食
は 、

な
に
に
も
代
え

が
た
い

。

日
常
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は 、

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
ね 。

O
田
中
く
に
子
さ
ん

｜
「
山
奥
の
」

の
句 。

自
然
を
崇
め
る
こ
の
風
習
は 、

い
に
し
え

か
ら
の
も
の

。

地
霊
へ
の
故
郷
の
人
々
の

力
を
感
じ
ま
す 。

O
羽
生
義
雄
さ
ん

｜
「
伊
那
谷
へ
」

の
旬 。

下
旬
の
「
南
ア
残
雪
」

は
定
型
の
五
音
を

越
え
て
破
調
で
す
が 、

故
郷
へ

帰
る
喜
び

が
伝
わ
っ

て
き
ま
す 。

O
小
宮
昭
美
さ
ん

l
「
手
作
り
の
」

の
旬 。

自
分
で
作
陶
し
た
花
器
に 、

庭
先
で
と
っ

た
ど
く
だ
み
を
活
け
る
。

美
し
さ
が
き
わ

だ
っ
た
部
屋
に
見
え
ま
す 。

O
塩
沢
烈
子
さ
ん

｜
「
手
の
ひ
ら
に
」

の
旬 。

下
旬
で
は
「
桜
一

、

二

片
」

と
置
い
て
い

る
の
で
す
が 、

満
開
の
桜
を
一

、

二
片
と

捉
え
た
と
こ
ろ
が
見
事 。

千
鳥
ヶ

淵
の
桜

で
し
ょ
う
か 。

O
岩
崎

悟
さ
ん

l
「
空
澄
み
て
」

の
旬 。

桜

の
終
わ
っ
た
あ
と
の
高
遠
城
駈
公
園
で
し
ょ

う
か

。

下
旬
の
「
若
葉
風
」

が 、

よ
く
活

き
て
い
ま
す 。

O
光
津

武
さ
ん

l
「
ウ
グ
イ
ス
や
」

の
句 。

「
今
年
も
谷
越
え
聴
け
る
か
な
」

と
言
っ

て

い
る
の
で
す
が

、

こ
の
春
も
元
気
で
生
き

て
い
る
自
ら
へ
の
喜
び
を
感
じ
ま
す 。

＊

「
高
森
俳
壇
」。

今
年
も
叩
名
の
み
な
さ
ん

か
ら
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。

そ
し
て 、

な
に
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は 、

何
年
も
続
け
て
出
句
さ
れ
て
い
て 、

名
前
を

知
っ

て
い
る
方
の
多
い
こ
と
で
し
た 。

俳
句
は
短
い
文
芸
で
す
が 、

作
品
を
残
し

て
お
く
と 、

そ
れ
は
日
記
と
同
じ
よ
う
に 、

自
ら
の
生
き
た
歳
月
を
い
つ
に
な
っ

て
も 、

映
し
出
し
て
く
れ
る
も
の
で
す 。

「
石
の
上
に
も
三
年
」

と
言
い
ま
す
が 、

じ
っ

く
り
今
後
も
俳
句
と
向
き
合
っ

て
く
だ
さ
い 。

期
待
し
て
い
ま
す 。

六
月
二
十
二
日 、

東
京
・

有
楽
町
の
朝
日

ホ
l

ル
で 、
「
金
子
兜
太
先
生
お
別
れ
の
会
」

が
あ
り 、

献
花
し
て
き
ま
し
た 。

先
生
は 、

わ
た
し
の
俳
句
の
師
で
す
が 、

日
歳
で
俳
句
を
は
じ
め
悌
歳
ま
で 、

七
十
年

間
俳
句
を
つ
く
っ

て
こ
ら
れ
た
方
で
し
た 。

ど
う
ぞ
健
康
で 、

来
年
も
ま
た 、

み
な
さ

ん
の
俳
句
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す 。

短

夜

酒

井

短
夜
の
母
は
い
つ
よ
り

起
き
て
い
し

き
ょ
う
生
き
て
山
吹
の
黄
に
会
う
よ

薫
風
を
胸
に
受
け
と
め
歩
け
歩
け

ど
く
だ
み
白
し
青
春
の
旗
遠
く
遠
く

沙
菜
ち
ゃ

ん
と
呼
ん
で
蛍
を
み
に
ゆ
く

夜
弘

司

8 



…

開
臓

機

購
昭

輔

輝一

一
の
実
態
ゃ 、
一一一
穂
村
地
域
で
は
市
田
柿
と
は

ー

｝糊
違
う
「

立
石
柿」
が
生
産
さ
れ
て
い
た
と
の
歴

…

市
白
柿
め

歴
史
と
宋
来

一
史 。
ま
た 、
旧
家
の
古
文
書 、
古
老
か
ら
の

開

高
森
会
顧
問

羽

生

義

雄
…
聞
き
取
り
等
多
数
の
協
力
者
に
も
助
け
ら
れ

M

－ゴ

深
い
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た 。

ー

と
こ
ろ
で 、
「

市
田
柿
の
誕
生」
は
奈
良
時

川
代
に
中
国
か
ら
渡
っ

て
き
て
伊
勢
を
経
て 、

川
市
田
郷
の
松
岡
城
主
の
信
仰
心
に
よ
り
下
市

：

田
の
松
岡
城
下
の
伊
勢
社
か
ら
広
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る 。
焼
い
て
食
べ
る
と
甘
い
「

焼

柿」
と
称
さ
れ
て
い
た
が 、
江
戸
時
代
の
後

期
に
干
柿
と
し
て
も
美
味
し
い
と
評
判
と
な

り 、
そ
れ
が
大
正
時
代
に
「

市
田
柿」
と
し

て
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。

中
央
・

南
ア
ル
プ
ス
に
固
ま
れ
天
竜
川
に

面
す
る
河
岸
段
丘
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ 、

ま
た
熱
心
な
柿
栽
培
農
家
の
ご
努
力
に
よ
り

「

市
田
柿」
は
南
信
州
の
特
産
品
と
な
っ
た 。

平
成
十
八
年
に
地
域
資
源
を
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
磨
き
上
げ
る
「

地
域
ブ
ラ
ン
ド」

制
度

（
地
域
団
体
商
標
登
録
制
度）
が
ス
タ
ー
ト
し 、

「
市
田
柿」
が
長
野
県
下
初
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
認
定
さ
れ 、
国
か
ら
お
墨
付
き
を
頂

い
た
の
で
す 。

さ
ら
に 、
平
成
二
十
八
年
七
月 、
地
域
名

今
や
全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
ふ
る
さ
と

の
特
産
品
「

市
田
柿」
だ
が 、
そ
の
発
祥
の

地
と
し
て
の
由
来
を
明
ら
か
に
し
た
い 。
そ

し
て
そ
の
証
を
調
査
整
理
し
確
た
る
証
拠
を

系
統
だ
て
て
叢
書
と
し
て
残
し 、
こ
れ
を
基

に
「

市
田
柿」
の
更
な
る
発
展
と
ふ
る
さ
と

高
森
町
が
「

市
田
柿
の
里」
と
し
て
繁
栄
し

て
い
っ

て
欲
し
い 。
そ
ん
な
思
い
を
当
時
の

高
森
町
熊
谷
町
長
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
快
く

賛
同
を
頂
き 、
平
成
十
八
年
に
「

市
田
柿
の

由
来
研
究
委
員
会」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た 。

十
二
月
に
初
会
合
が
聞
か
れ
委
員
ロ
名 、
特

別
会
員
と
し
て
J
A
南
信
州
高
森・
高
森
商

工
会
の
他
に
唯一
高
森
町
を
離
れ
て
い
る
私

が
任
命
さ
れ
ま
し
た 。

以
来 、
平
成
二
十一
年
九
月
ま
で
足
か
け

四
年 、
北
沢
富
夫
会
長・
高
森
町
歴
史
民
俗

資
料
館
長
の
手
塚
勝
昭
氏
を
中
心
に
年
間
四

i
五
回
の
委
員
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

た 。
高
森
町
誌 、
過
去
の
郷
土
史
家
の
研
究

等
の
資
料 、
ま
た 、
柿
の
原
木
が
在
っ
た
場

所
や 、
栽
培
普
及
へ
努
力
さ
れ
近
隣
の
村
々

に
接
木
の
苗
木
を
移
植
し
広
め
た
当
時
の
方
々
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を
冠
し
た
特
産
品
を
知
的
財
産
と
し
て
保

護
す
る
「

G
I

制
度」（
地
理
的
表
示
制
度）

に
認
定
さ
れ
ま
し
た 。
勿
論
県
下
初
の
快

挙
で
す 。
昨
今 、
市
場
で
は
消
費
者
に
誤

解
を
招
く
よ
う
な
商
品
名
が
横
行
し
て
い

ま
す
が 、
認
定
の
「

G

I
マ
l
ク」
を
表

示
す
る
こ
と
で
他
産
品
と
の
差
別
化・
消

費
者
の
信
頼
増
進・
生
産
者
の
利
益
と
業

界
の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す 。

「

市
田
柿
の
由
来
研
究
委
員
会」
は
こ
の
よ

う
な
調
査
研
究
を
重
ね
て
以
来
四
年 、
そ
の

成
果
と
し
て
平
成
二
十一
年
三
月
に
「

市
田

柿
の
ふ
る
さ
と
（
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
の
歴

史
を
ふ
り
か
え
る
と
の
本
を
監
修
発
行
致
し

ま
し
た 。
以
来 、
「

市
田
柿」
は
高
森
町
の
皆

様
方
の
更
な
る
ご
努
力
に
よ
り
益
々
国
内
外

に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す 。

そ
し
て 、
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー

ス
で
す 。
「

市
田

柿」
が
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
め
ら
れ

た
の
で
す 。
平
成
二
十
九
年
十
二
月 、
日
本

と
欧
州
連
合
（
E

U）
が
経
済
連
携
協
定

（
E
P
A）
に
お
い
て
「
G

I

制
度」
で
お
互

い
に
保
護
す
る
農
産
品
リ
ス
ト

を
公
表
し 、

ふ
る
さ
と
の
「
市
田
柿」
が
選
ば
れ
ま
し
た 。

お
馴
染
み
の
「
カ
マ
ン
ベ
l

ル
チ
l

ズ」「
ボ

ル
ド
ー
ワ
イ
ン」「
松
坂
牛」「
夕
張
メ
ロ
ン」

な
ど
同
列
な
の
で
す 。

市
田
柿
発
祥
の
地
で

育
っ
た
私
た
ち
は 、
世

界
に
認
め
ら
れ
た
最
高

の
ブ
ラ
ン
ド

の
「

市
田

柿」
を
国
内
は
勿
論 、

世
界
の
友
人
知
人
に
大
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し 、
市
田
柿
の
収
穫
期
に
は
観
光
を

兼
ね
て
秋
の
素
晴
ら
し
い
高
森
町
へ
勧
誘
し 、

市
田
柿
の
販
売
や
高
森
町
の
活
性
化
に
協
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か 。

一
方 、
高
森
町
に
お
い
て
は 、
市
田
柿
を
中

心
に
リ
ン
ゴ・
梨・
ぶ
ど
う・
桃・
さ
く
ら
ん
ぼ
等

の
美
味
し
い
果
物
や
新
鮮
野
菜 、
高
森
町
の
特

徴
を
生
か
し
た
品
々
を
揃
え
た
「
道
の
駅」（
産

直
店）
を
是
非
と
も
開
設
し
て
い
た
だ
き
「
リ
ニ

ア
新
幹
線」
の
開
通
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
を

お
願
い
致
し
ま
す 。

本
物
の
「
市
田
柿」
の
歴
史
を
持
つ
ふ
る
さ

と
高
森
町
が
「
市
田
柿」
を
軸
に
さ
ら
に
大
き

く
世
界
へ
・

未
来
へ
羽
ば
た
く
こ
と
を
祈
っ

て

い
ま
す 。
そ
し
て
こ
の
未
来
あ
る
ふ
る
さ
と
を

も
つ
こ
と
が
コ
両
森
会
員」
の
誇
り
で
す 。

9
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韻睦セントラ凡法律事務所
弁護士 下井善康高官：：南中学校卒業

東京都中央区銀座1丁目7番6号
タニザワピjレ9階
TEL:03-3564-5066 FAX

：

目 03-3567-5760

TKじ
コンビュ ー タ ー 会計 中川税務会計事務所

。
税理士 中 川 正 文（山吹中出身）

干170-0013東京都豊島区東池袋一丁目31番10号
ドミール池袋807号

電話03 (3590) 7331香
FAX 03 (3590) 7 438香

e-mail:nakagawa-masafumi@tkcnf.or.jp

ギャラト伊都谷
・写 真 ・古美術

－伊郡谷ウォ ー キング会
－高森で週末故郷暮らしの会

大沢章雄（下市田3区出身）

干252-0021 神奈川県座間市緑ケ丘3-29-14

電話・ FAX 046-253-8133

携帯 080-5420-8133

郷里へのお土産は
浅草は、仲見世

なかっかで
雷おこし、人形焼をどうぞ
仲見世通リ左側奥です

中塚隆蔵（吉田地区出身）

干11ト0032 東京都台東区浅草ト37-1

TEL 03-3843-4455 

・高森出身の方は、多少サ ー ビスさせて頂きます。

医療法人社団慈生会梶ケ谷クリニック
院 長 羽生 仁
副院長 羽生 健

羽生友起子
理 事 羽生桂子（上市田出身）

干 213-0013川崎市高津区末長163-1 TEL 044-877-0608
田園都市線梶が谷駅下車3分

メデ
、

イカルサポートフィットネスクラブ併設（同ビル内）

はにゅう整形外科 院 長 羽生 亮

干343-0823埼玉県越谷市相模町3-1391-1 TEL 048-96ト5577
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調耐凶闘関問溺毘

可、
泌
猶
d

。
論
、
てユ
骨

；

 

ス
ポ
ー
ツ
は
「
筋
書
き
の
無
い
ド
ラ
マ
だ
」
と

よ
く
言
わ
れ
る。

競
技
者
は
も
と
よ
り
観
戦
す

る
者
に
と
っ
て
も
ハ
ラ
ハ
ラ、
、
ド
キ
ド
キ、

そ
し

て
大
き
な
感
動
を
覚
え
る
も
の
だ。

－
今
年
も

既
に
幾
つ
か
の
大
き
な
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

日
本
中
が
酔
い
し
れ
た。

特
に、

二
月
の
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
昌
大
会、

W
杯
サ
ッ
カ
ー
ロ

シ
ア
大
会
等
が
記
憶
に
残
る
大
会
だ
っ
た。

冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
羽
生
選
手
の
金
メ
ダ
ル

連
覇、

体
格
で
は
劣
る
女
性
ス
ケ
ー
ト
陣
の
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、

初
の
ベ
ス
ト
8
を
夢
見
た
サ
ッ

カ
ー
等、

感
動
と
涙
の
ド
ラ
マ
を
見
た。

こ
の

後、

来
年
の
W
杯
ラ
グ
ビ
ー
日
本
大
会、

そ
し

て
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
予
定
さ
れ
て
い
る。

ま
た
新
し
い
感
動
と

夢
が
見
ら
れ
そ
う
0

．
南
信
州
の
田
舎
で
育
っ

た
「
市
田
柿」
が
県
大
会
を
制
し、

全
国
大
会

も
制
し、
「
G
I
マ
l
ク」
を
提
げ
て
遂
に
世
界

の
舞
台
へ
と
上
っ
た。

古
く
か
ら
関
係
者
の
努

力
に
よ
っ
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た
成
果
だ。

高
齢

化
に
よ
っ
て
衰
退
す
る
産
業
も
あ
る
昨
今、

是

非
と
も
町
を
挙
げ
て
「
市
田
柿」
の
伝
統
と
技

術
を
継
承
し
高
森
町
の
未
来
を
拡
げ
て
ほ
し
い。

そ
し
て
世
界
の
市
場
で
「
金
メ
ダ
ル
」
を
獲
っ
て

欲
し
い。

ふ
る
さ
と
の、

高
森
会
会
員
の
夢
だ。

（
編
集
委
員
長

岩

崎

邦

彦）

会
報編
集
委
員

編
集
委
員
長

岩

崎

邦

彦
（
東
京
第
一
）

副

委
員
長

龍

口

和

也
（
埼

玉）

編

集

委

員

岩

崎

悟
（
千

葉）

編

集

委

員

松

下

善
一

（
東
京
第
二
）

編

集

委

員

宮

内

み
は
る
（
埼

玉）
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千葉支部小景
千葉はどこでも 一年中楽しめます。

企大原はだか祭り（いすみ市）
五穀豊穣・大漁祈願を願い十数基の神輿が一斉に海へと
かつぎこまれ、 もみあう ” 汐ふみ ” では、 勇ましく雄々
しく、 神輿は海の中を駆け巡り、 投げ上げられます。

与戸E －晶邑＿..＿

企小湊餓道トロッコ列車（市原市）
開業時に活躍したSしにクリ ーンディ ー ゼルエンジ
ンを搭載した現代版の機関車が里山トロッコ列車
(4両）を連結して運行しています。

企白聞津のお花畑（南房総市千倉町白聞津地区）
太平洋に面する所で花の香りと潮風に包まれながら花摘
みが楽しめます。（ 1月から3月中旬）

企さわら雛舟春祭り（香取市）
3月お内裏様とお雛犠一行が、 雅楽の美しい音色と
ともに小野川を水上パレ ー ドする「さわら雛舟」が
運航されます。

企鋸山の地獄のぞき（鋸南町、 富津市）
そそり立つ岩々は圧巻で、 昭和60年まで房州石の切り
出しが行われたそうです。 地獄のぞき・山頂展望台から
の景色は圧巻で怖いけど、 素晴らしいです。 境内には、
大仏など多くの石仏があります。（拝観料600円）

高森会（関東地区）ホー ムペー ジアドレス http ：／グtakamori. la. coocan.jp/ 

編集／高森会（関東地区）会報編集委員会 発行／高森会（関東地区） 印刷／下市田・キタパヤシ印刷
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